
1

（弥生）

No．6753 平成22年2010
MARCH

２・３―舟橋町長インタビュー
４―窪田町議長インタビュー
５―地域経済活性化対策
６・７―ピックアップニュース
８・９―カメラルポ
10・11 ― 保健だより
12 ―イベント情報
13 ―おしえて！元気のひけつ
14・15 ―くらしの情報
16 ―立山魅力人

　農事組合法人・食彩工房たてやま（金剛寺）では、
1月から2月にかけて町特産品「立山権現かんもち」
の生産が最盛期を迎えました。かんもちは地元で収
穫した新大正もちに、くちなし、赤かぶ、よもぎな
どで味付け、色付けをしたもので、ビニールひもで
編み上げた後、約1カ月間倉庫につるして自然乾燥
させます。代表理事の安田澄子さんは「かんもちは
私たちにとって昔からの大切なおやつです。恵まれ
た水と緑の中で作ったふるさとの味をご堪能くださ
い」と話してくれました。

町特産品
かんもちづくり
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トップインタビュー◉舟橋貴之立山町長

―

町
長
に
再
選
さ
れ
た
気
持
ち
を

　

思
い
が
け
ず
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
が

「（
仮
称
）
元
気
創
造
館
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
私
の
政
策
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
よ
り
も
得
票
率
は
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
が
、
相
手
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
に

つ
い
て
は
私
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
と
真

摯
に
受
け
止
め
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は

正
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
資
料

と
言
葉
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
時
間
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

―
自
身
の
政
治
姿
勢
は

　

10
年
、
20
年
後
の
納
税
者
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
税
金
を
使
う
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
大
切
な
税
金
で

す
。
予
算
編
成
の
と
き
は
、
い
つ
も
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
。

―

座
右
の
銘
は

　

挑
戦
す
る
者
が
成
功
す
る
と
い
う
言
葉

で
す
。
卒
業
式
な
ど
の
式
典
で
よ
く
使
っ

て
い
ま
す
。

―

４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
は

1
理
念
は

　

先
行
き
不
透
明
な
時
代
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
間
違
い
な
く
は
っ
き
り
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
全

体
の
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
、
働
い
て
税

金
や
年
金
保
険
料
を
支
払
う
現
役
世
代
が

減
少
し
、
団
塊
の
世
代
は
現
役
を
退
き
、

い
わ
ゆ
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
10
年
、
20
年
後
も
今
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
役
場

を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
公
共
投
資

を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

2
施
策
は

　

ま
ず
は
景
気
対
策
で
す
。
国
の
施
策
に

迅
速
に
対
応
し
、町
の
財
政
負
担
の
軽
減
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
有
利
な
財
政
支
援
が
あ
れ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
対
策
】

　

政
権
交
代
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
施
に

よ
り
、
ど
こ
か
の
分
野
に
し
わ
寄
せ
が
来

る
と
思
い
ま
す
。
住
民
と
直
に
接
す
る
基

礎
的
自
治
体
と
し
て
、
十
分
目
配
り
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
拡
充
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
農
業
対
策
】

　

福
祉
と
同
様
、
国
の
新
施
策
に
よ
り
、

ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
新
た
に
基
金
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
に

備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
を
中
心
と
し
た
食
育

も
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
観
光
対
策
】

　

2
月
に
立
山
町
、
大
町
市
、
関
西
電
力
、

立
山
黒
部
貫
光
な
ど
7
団
体
で
、
立
山
黒

部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
広
域
観
光
圏
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
が
旅
行
客
に
と
っ

て
魅
力
的
な
観
光
資
源
に

な
る
よ
う
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

【
環
境
対
策
】

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
者
に
対
し

て
助
成
す
る
新
た
な
支
援

制
度
を
創
設
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰

（
立
山
吉
峰
温
泉
）
の
ボ
イ
ラ
ー
の
一
部

を
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
に
切
り
替
え

る
予
定
で
す
。

　

町
民
、
町
を
挙
げ
て
二
酸
化
炭
素
削
減

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
行
財
政
基
盤
の
確
立

　

4
年
間
で
20
人
余
り
の
町
職
員
を
削
減

し
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
類
似
団
体
に
比

べ
る
と
ま
だ
ま
だ
多
い
状
況
で
す
。
施
設

の
統
合
や
民
間
委
託
な
ど
に
よ
り
職
員
数

を
減
ら
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
20
年
秋
の
世
界
同
時
不
況
以
来
、

国
は
経
済
対
策
と
し
て
地
方
に
求
め
る
施

策
が
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち（
行

政
）
が
戸
惑
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
え
え
、ど
う
し
て
？
」

と
い
う
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、
役
場
が
今
や
る

べ
き
こ
と
を
見
失
わ
ず
積
極
的
に
仕
事
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
納

得
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

平
成
22
年
度
に
町
主
催
の
住
民
懇
談
会

を
、
ま
た
団
体
な
ど
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば

説
明
に
も
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
町
政
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ば
、
将
来
の
町
財
政
に
と
っ
て
有
益
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
平
成
22
年
度
は

【
中
心
力
】　

　

国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
（
仮
称
）

元
気
創
造
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
で
は
用
地
費
、
補
償
費
、

基
本
設
計
費
を
、
平
成
22
年
度
予
算
で
は

建
設
な
ど
に
関
す
る
予
算
案
を
提
出
し
ま

す
。

【
教
育
力
】

　

懸
案
の
立
山
中
央
小
学
校
舎
の
改
築
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
設
置
さ
れ
た
基
本
構

想
策
定
委
員
会
で
の
構
想
が
ま
と
ま
り
次

第
、
議
会
に
関
連
の
予
算
を
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

舟
橋
貴
之
立
山
町
長

1
月
24
日
に
行
わ
れ
た
立
山
町
長
選
挙
で
再
選
を

果
た
し
た
舟
橋
貴
之
町
長
。
1
月
25
日
に
当
選
証

書
が
附
与
さ
れ
、2
月
10
日
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

2
期
目
の
町
政
に
臨
む
決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

町長就任式（2月10日）

時代の変化を
真正面から受け止めて
役場が今やるべきことを
見失わず積極的に
仕事をします。

践
に
向
け
、
効
果
が
出
る
も
の
と
思
い
ま

す
（
写
真
2
）。

　

住
み
た
く
な
る
町
の
鍵
は
、
教
育
環
境

の
整
備
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
地
域
力
】

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」
を
創
設

し
、
首
都
圏
か
ら
の
人
材
を
受
け
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
場
産
品
の
販
路
拡
大

な
ど
の
地
域
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
将

来
的
に
は
定
住
・
定
着
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
に
面
接
を
行
い
、
新
瀬
戸
地

区
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
生
活
対
策
】

　

生
活
安
心
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
ま

す
。
高
齢
や
交
通
事
情
に
よ
り
外
出
が
困

難
な
方
で
も
、
電
話
な
ど
で
食
料
品
や
生

活
必
需
品
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
対
策
】

　

4
月
か
ら
高
齢
者
対
応
の
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
の
バ
ス
が
町
内

を
走
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら

町
営
バ
ス
の
愛
称
が
「
こ
こ
バ
ス
」
に
な

　

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
並
み
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
の
で

か
な
り
整
備
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

　

学
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
か

ら
始
め
た
教
員
経
験
者
な
ど
に
よ
る
多
人

数
教
室
支
援
「
ス
ク
ー
ル
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

タ
ー
」が
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す（
写

真
1
）。
ま
た
、
今
年
度
に
地
デ
ジ
テ
レ

ビ
一
体
型
の
電
子
黒
板
を
全
小
学
校
に
1

台
以
上
、
雄
山
中
学
校
に
は
全
教
室
に
配

置
し
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い
授
業
の
実

1担任の先生をフォローするス
クールケア・サポーター2電子
黒板を使った楽しい英語の授業

2

1

3 2
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町
が
取
り
組
む

　

国
は
1
月
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

を
積
極
的
に
実
施
す
る
た
め
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
町
は
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
経
済
活
性
化
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芦
峅
保
育
所
の
屋
根
改
修

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
施
設

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
し

て
い
る
屋
根
を
防
水
・
塗
装
改
修

し
ま
す
。

総
事
業
費
／
３
０
０
万
円

■
用
排
水
路
の
改
修

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
浸
水
被
害

対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
前
沢
、

野
町
地
内
に
あ
る
用
排
水
路
を
改

修
し
ま
す
。

総
事
業
費
／
５
５
０
万
円

■
高
野
小
学
校
の
空
調
設
備
改
修

　

児
童
の
快
適
な
教
育
環
境
を
確

保
し
、
省
エ
ネ
化
を
図
る
た
め
、

暖
房
能
力
の
低
下
し
た
設
備
を
電

気
蓄
熱
式
に
更
新
し
ま
す
。

総
事
業
費
／
７
，
４
０
０
万
円

■
利
田
小
学
校
体
育
館
の
ワ
ッ
ク

ス
塗
り
替
え

　

児
童
の
安
全
な
体
力
づ
く
り
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
経
年
劣
化

に
よ
り
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
床

面
を
研
磨
し
、
ワ
ッ
ク
ス
の
塗
り

替
え
を
行
い
ま
す
。

総
事
業
費
／
２
０
０
万
円

■
雄
山
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

　

学
校
施
設
の
利
便
性
を
高
め
て

時
代
に
あ
っ
た
教
育
環
境
に
す
る

た
め
、
雄
山
中
学
校
ト
イ
レ
の
一

部
を
節
水
型
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修

し
ま
す
。

総
事
業
費
／
８
６
０
万
円

地
域
経
済
活
性
化
対
策

■
上
東
体
育
館
の
ワ
ッ
ク
ス
塗
り

替
え

　

住
民
が
安
心
し
て
体
育
館
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
経
年
劣
化
に
よ

り
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
床
面
を

研
磨
し
、
ワ
ッ
ク
ス
の
塗
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

総
事
業
費
／
３
５
０
万
円

■
農
道
の
維
持
・
補
修

　

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た

め
、
新
婦
ス
ー
パ
ー
農
道
の
区
画

線
を
更
新
し
ま
す
。

総
事
業
費
／
１
１
０
万
円

■
林
道
の
維
持
・
補
修

　

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た

め
、
林
道
吉
峰
線
、
大
辻
山
線
の

舗
装
補
修
、
区
画
線
を
更
新
し
ま

す
。

総
事
業
費
／
４
１
０
万
円

■
町
道
の
維
持
・
補
修

　

安
心
・
安
全
な
道
路
を
確
保
す

る
た
め
、
町
道
浦
田
・
下
前
沢
線

や
泊
新
・
沢
中
山
線
な
ど
の
舗
装

補
修
、
町
道
上
米
沢
・
渕
上
線
や

町
道
高
原
八
ツ
屋
・
二
ツ
屋
線
な

ど
に
転
落
防
止
策
を
設
置
し
ま
す
。

総
事
業
費
／
２
，
７
６
０
万
円

■
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
・
改
修

　

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
役
場
庁
舎
の
耐
震

補
強
、建
具
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

総
事
業
費
／

1
億
５
，
３
０
０
万
円

舗装補修を行う町道泊新・沢中山線

空調設備の改修を行う高野小学校

ワックスの塗り替えを行う利田小学校体育館

改修を行う前沢地内の用排水路

■
議
会
役
員

【
議
長
】
窪
田
一
誠

【
副
議
長
】
佐
藤
康
弘

■
常
任
委
員
会

【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

◎
桑
原
米
藏
○
亀
山
彰
、佐
藤
康
弘
、

後
藤
智
文
、
坂
井
立
朗
、
窪
田
一
誠
、

米
田
俊
信

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
町
田
信
子
○
石
川
孝
一
、
中
川
太

一
、
伊
東
幸
一
、
村
田
昭
、
村
井
隆

夫
、
髙
嶋
清
光

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
坂
井
立
朗
○
村
井
隆
夫
、
石
川
孝

一
、
村
田
昭
、
米
田
俊
信
、
髙
嶋
清

光【
監
査
委
員
】
伊
東
幸
一

■
特
別
委
員
会

【
立
山
自
然
保
護
特
別
委
員
会
】

◎
村
井
隆
夫
○
米
田
俊
信
、
桑
原
米

藏
、
坂
井
立
朗
、
窪
田
一
誠
、
村
田

昭
、
髙
嶋
清
光

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
町
田
信
子
○
後
藤
智
文
、亀
山
彰
、

中
川
太
一
、
佐
藤
康
弘
、
伊
東
幸
一
、

石
川
孝
一

【
企
業
誘
致
促
進
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
髙
嶋
清
光
○
米
田
俊
信
、亀
山
彰
、

中
川
太
一
、
佐
藤
康
弘
、
伊
東
幸
一
、

石
川
孝
一
、
後
藤
智
文
、
町
田
信
子
、

桑
原
米
藏
、
坂
井
立
朗
、
窪
田
一
誠
、

村
田
昭
、
村
井
隆
夫

■
そ
の
他

【
富
山
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

議
員
】
佐
藤
康
弘
、
窪
田
一
誠

【
富
山
地
域
衛
生
組
合
議
会
議
員
】

町
田
信
子
、
桑
原
米
藏

【
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員
】
坂
井
立
朗
、
米
田
俊
信
、
村

井
隆
夫
、
髙
嶋
清
光

【
滑
川
中
新
川
地
区
広
域
情
報
事
務

組
合
議
会
議
員
】

伊
東
幸
一
、
石
川
孝
一
、
村
田
昭

【
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
】

村
田
昭
、
髙
嶋
清
光

【
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
】

石
川
孝
一
、
町
田
信
子

＝
以
上
敬
称
略
＝

立
山
町
議
会
議
長
に

窪
田
一
誠
議
員
を
選
出

　

2
月
町
議
会
臨
時
会
が
2
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
町
議
長
に
窪

田
一
誠
議
員
、
副
議
長
に
佐
藤
康
弘
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
常
任
委
員
会
委
員
や
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
を
選
任
し
ま
し

た
。
※
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
で
す
。

―

就
任
さ
れ
た
気
持
ち
を

　

議
員
の
皆
さ
ま
に
全
会
一
致
で

推
挙
い
た
だ
き
、
衷
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
職
責
を
真
摯
に
受
け
て
遂
行

で
き
る
よ
う
新
た
に
決
意
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

―

モ
ッ
ト
ー
は

　

強
い
使
命
感
と
熱
い
誠
意
を

持
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町

政
に
反
映
す
る
こ
と
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
立
山
町

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。
今
後
ま
す

ま
す
こ
の
町
に
住
み
た
い
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
や

す
ら
ぎ
と
夢
の
あ
る
町
」
を
目
指

し
ま
す
。

―

座
右
の
銘
は

　

吉
田
松
陰
の
遺
訓
「
士
た
る
者

は
、
そ
の
志
を
立
て
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
そ
れ
、
志
の
在
る
と
こ
ろ
、

気
も
ま
た
従
う
」
で
す
。

　

士
た
る
も
の
は
、
志
を
立
て
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
志
が
あ

れ
ば
、
や
る
気
も
気
力
も
自
然
と

つ
い
て
く
る
と
訳
さ
れ
ま
す
。

―

今
後
の
立
山
町
の
在
り
方

　

新
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の
町

政
策
の
指
針
を
示
す
「
第
9
次
総

合
計
画
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ

る
重
要
な
年
で
す
。
計
画
を
遂
行

す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
あ
る
程
度
の
負
担
を
強
い
る
こ

と
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
町
民
の
皆
さ
ん

の
想
い
を
か
な
え
る
施
策
を
提
案

し
、
町
当
局
に
実
施
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
安
心
し
て
住
め
る
町
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
当

局
と
議
会
は
車
の
両
輪
で
あ
る
」

と
い
う
所ゆ

え
ん以

が
あ
る
中
で
、
今
後

さ
ら
に
町
当
局
と
連
携
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
へ

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
な
施
策
を
推
し
進

め
、
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW　×　新議長に聞く

立山町議会議長

窪
く ぼ た

田 一
い っ せ い

誠
PROFILE
1947年 4月生まれ。平成10年
から町議会議員として町政発展に
貢献。平成18年2月から2年間、
町議会副議長を務めた。4期目。
寺田在住。

2月町議会臨時会

3
月
町
議
会

定
例
会
日
程

▼
3
日
㈬
午
前
10
時
〜

　

本
会
議（
提
案
理
由
の
説
明
）

▼
10
日
㈬
午
前
10
時
〜

　

本
会
議
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

▼
11
日
㈭
午
前
10
時
〜

　

本
会
議
（
一
般
質
問
・
質
疑
、

補
正
予
算
等
の
先
議
、
議
案
等

の
委
員
会
付
託
）

▼
12
日
㈮
午
前
9
時
〜

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
15
日
㈪
午
前
9
時
〜

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

▼
18
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

論
、
採
決
）

問
役
場
議
会
事
務
局

☎
４
６
２
・
９
９
８
４

　立山町と長野県大町市にまたがる立山黒部
アルペンルートを核とした観光圏域内への観
光客の来訪や滞在促進を目指す「立山黒部ア
ルペンルート広域観光圏」協議会の設立総会
が、2月12日に大町市役所で開催されました。
　協議会は、立山町、大町市、立山町観光協
会、大町市観光協会、立山黒部貫光、関西電
力、立山グリーンパークの 7団体で構成さ
れています。設立総会では、会長に舟橋町長、
副会長に牛越大町市長を選出したほか、立山
黒部アルペンルート広域観光圏整備計画の内

容などを確認しました。
　整備計画は、❶質の高い山岳観光のサポー
ト❷圏域内の地域資源の取り込み❸環境の維
持・保全と両立する持続可能な滞在型の地域
整備を、官民が協力して取り組むもので、平
成 22年度の観光圏の認定に向けて 2月19
日に観光庁に申請しました。
　舟橋町長は「認定を受けることも大事です
が、この機会に立山町民と大町市民の結び付
きがさらに深まることを期待しています」と
述べました。

Topics 立山黒部アルペンルート広域観光圏協議会が設立

連携を図ることを確認し、固い握手を
交わす舟橋町長と牛越大町市長

5 4
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Pick Up News

―

交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
交
通
安
全
協
会

町
交
通
安
全
協
会
が
表
彰
を
受
け
る

運
転
者
に
対
し
て
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
か
ら
交
通
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
交

通
安
全
指
導
を
展
開
、
平
成
18
年
か
ら
飲
酒

運
転
根
絶
の
た
め
、
町
料
理
飲
食
業
組
合
や

タ
ク
シ
ー
業
者
な
ど
と
連
携
し
「
タ
ク
シ
ー

代
行
割
引
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な

ど
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
協
会
長
の
柴
田
和
弘
さ
ん
は

「
日
ご
ろ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。
交
通
事
故
は
、
加
害
者
や
被
害
者

の
日
常
生
活
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
ま
す
。
今

後
も
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

第
50
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
が

1
月
18
〜
19
日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
町

交
通
安
全
協
会
が
優
良
交
通
安
全
協
会
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
協
会
は
、
町
交
通
対
策
協

議
会
や
上
市

警
察
署
、
交

通
安
全
母
の

会
な
ど
関
係

機
関
と
連
携

し
、
街
頭
指

導
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は

じ
め
、
学
生

や
高
齢
者
、

1月 27日、舟橋町長に受賞を報告する
柴田会長（左）と深川光夫事務局長

　

佐
伯
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
榎
）
が
、
2
月
18
日

に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
、
利
用
し
て
い
る
上

市
町
の
居
宅
介
護
「
お
気
良
倶
上
市
」
で
お

祝
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
橋
町
長
や
家
族
、
利
用
者
ら
が
見
守
る

中
、
ヨ
シ
ヱ

さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

少
し
で
も
み

ん
な
と
一
緒

に
過
ご
す
た

め
、
健
康
に

気
を
付
け
ま

―

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ね

佐
伯
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
に

す
」
と
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
ヱ
さ
ん
は
、
明
治
43
年
に
米
沢
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
富
山
女
子
師
範
学
校
（
現
在

の
富
山
大
学
）
を
卒
業
後
、
17
年
に
わ
た
り

小
学
校
の
教
職
員
を
務
め
ま
し
た
。
結
婚
後

は
5
人
の
子
ど
も
を
育
て
上
げ
、
今
で
は
孫

11
人
、
ひ
孫
11
人
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

好
き
嫌
い
な
く
、
野
菜
や
魚
を
よ
く
食
べ

る
こ
と
が
健
康
の
ひ
け
つ
で
す
。
ま
た
、
新

聞
や
本
を
毎
日
欠
か
さ
ず
読
み
ま
す
。

　

長
女
の
村
田
ヱ
ミ
子
さ
ん
（
泉
）
は
「
昔

か
ら
明
る
い
お
母
さ
ん
で
、
友
達
か
ら
慕
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
地
産
地
消
加
工
施
設
の
寿
司
部
会

み
ょ
う
が
寿
司
を
販
売

　

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
町
地

産
地
消
加
工
施
設
で
活
動
し
て
い
る
生
産

者
団
体
「
青
空
市
」
の
メ
ン
バ
ー
で
組
織

す
る
寿
司
部
会
が
、
2
月
17
日
に

役
場
で
み
ょ
う
が
寿
司
な
ど
を
販

売
し
ま
し
た
。

　

町
内
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
酢

飯
に
、
昨
年
夏
に
収
穫
し
て
甘
酢
漬
け
に

し
た
み
ょ
う
が
が
乗
せ
ら
れ
て
い
て
、
添

加
物
は
一
切
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
み
ょ
う

が
の
甘
酸
っ
ぱ
い
風
味
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
3
日
㈬
に
役
場
食
堂
前
で
、
み
ょ

う
が
寿
司
、
ず
い
き
の
太
巻
き
（
1
パ
ッ

ク
３
０
０
円
）
や
漬
物
な
ど
が
販
売
さ
れ

ま
す
。
藤
井
恵
子
代
表（
岩
峅
野
）は「
昔

懐
か
し
い
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みょうが寿司を販売する
寿司部会の皆さん

町
地
産
地
消
加
工
施
設
の
み
そ
部
会

寒
み
そ
造
り
を
本
格
稼
働

　

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
町
地
産

地
消
加
工
施
設
で
、
生
産
者
団
体
「
立
山
朝

ど
り
市
」
の
メ
ン
バ
ー
で
組
織
す
る
み
そ
部

会
が
、
1
月
か
ら
3
月
ま
で
寒
み
そ
造
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
産
の

米
や
大
豆
な

ど
を
使
用
し

た
無
添
加
の

み
そ
で
、
上

東
地
区
に
ち

な
ん
で
「
上

等
（
上
東
）

み
そ
」
と
名

付
け
ま
し

た
。

　

作
業
は
、
洗
っ
て
蒸
し
た
米
に
、

こ
う
じ
菌
を
散
布
し
、
約
45
時
間
か

け
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
こ

う
じ
に
、
煮
込
ん
だ
大
豆
と
天
日
塩
、
水
を

混
ぜ
て
機
械
で
す
り
つ
ぶ
し
た
後
、
お
け
の

中
で
保
管
し
秋
ま
で
発
酵
・
熟
成
さ
せ
ま
す
。

　

み
そ
部
会
で
は
、
製
品
販
売
の
ほ
か
、
米

や
大
豆
な
ど
の
材
料
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

く
委
託
加
工
も
行
い
ま
す
。

　

島
井
美
津
江
代
表
（
前
沢
新
町
）
は
「
天

然
の
塩
を
使
用
し
て
い
て
、
ま
ろ
や
か
な
味

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
で
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
手
作
り
の
み
そ
を
家

庭
で
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

予
約
・
注
文
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
3
月
8
日
㈪
締
切
）。

問
み
そ
部
会
（
島
井
代
表
）

☎
４
６
３
・
２
６
１
６

米とこうじ菌を混ぜ込むみそ部会の皆さん

町
地
産
地
消
加
工
施
設
の
米
っ
粉
倶
楽
部

米
粉
パ
ン
を
販
売

　

ゆ
ず
パ
ン
、
ハ
ム
ロ
ー
ル
、

コ
コ
ア
パ
ン
な
ど
、
当
日
に
加

工
施
設
で
作
っ
た
ば
か
り
の

焼
き
た
て
米
粉
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
、
か
み
し

め
る
ほ
ど
米
に
含
ま
れ
て
い
る
甘
味
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

森
純
子
代
表
（
蔵
本
新
）
は
「
種
類
や
生

産
量
を
増
や
し
、
学
校
給
食
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
販
路
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
気
軽
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

販
売
は
、
3
月
ま
で
毎
週
火
、
木
曜
日
正

午
か
ら
役
場
食
堂
前
で
行
っ
て
い
ま
す
（
販

売
価
格
は
1
個
１
０
０
円
で
、
売
り
切
れ
次

第
終
了
）。

　

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
町
地

産
地
消
加
工
施
設
で
活
動
し
て
い
る
大
森

地
区
の
女
性

グ
ル
ー
プ

「
米
っ
粉
倶

楽
部
」
が
、

2
月
か
ら
役

場
で
、
町
内

産
の
米
を
使

用
し
た
米
粉

パ
ン
を
販
売

し
て
い
ま

す
。

米粉パンを販売する米っ粉倶楽部の皆さん

一度作ってみら～れ6 協力／米っ粉倶楽部

米粉シフォンケーキ

■材料・分量（直径18㎝）
＜材料Ａ／卵黄3個分、砂糖30ｇ＞
＜材料Ｂ／卵白4個分、砂糖60ｇ＞
▶サラダ油 50cc ▶塩少々▶牛乳 60cc ▶
バニラエッセンス少々▶米粉85ｇ
■作り方
❶材料Ａを白っぽくふわふわになるまで泡立てる。サラダ油、塩、牛乳、
バニラエッセンス、米粉を加える。
❷材料Ｂの卵白をしっかり泡立てて、砂糖を2～3回に分けて入れる。
❸❷を❶にさっくり混ぜ、型に流し入れてオーブン（180℃）で 30分焼く。

米粉三色だんご

■材料・分量（10串）
＜材料／米粉150ｇ、白玉粉 50ｇ、ぬるま湯
180cc、塩少々＞▶ニンジン（すりおろす）50
ｇ▶カボチャ（皮ごとすりおろす）50ｇ
■作り方
❶材料を混ぜこねて蒸し器に入れ、固く絞った濡れぞうきんを敷いて強
火で20分蒸す。
❷❶を冷水につけて荒熱をとる。3等分（何も加えない、ニンジンを加
える、カボチャを加える）し、水をつけながらよくこねてだんごにする。
❹何も加えない（白色）、ニンジン（オレンジ色）、カボチャ（緑色）の順
に串刺し、フライパンで少しこげめがつく程度まで焼く。
❺お好みに合わせてあんこを盛り付け出来上がり。

昨年 3月に町総合公園で
行われた夜間訓練で一斉放
水を行う参加者

消
防
署
通
信

問
町
消
防
本
部

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

■
平
成
21
年
火
災
・
救
急
・
救
助
概

況
　

町
内
で
起
き
た
火
災
発
生
件
数

は
、
8
件
（
前
年
比
1
件
減
）
で
し

た
。
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が

7
件
、
そ
の
他
火
災
が
1
件
で
、
損

害
額
は
３
１
，
５
２
４
千
円
（
前
年

比
６
６
，
７
１
４
千
円
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
建
物
火
災
に
よ
る
焼
損

面
積
は
７
２
１
㎡
、
焼
損
表
面
積
は

20
㎡
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
3
名
、

負
傷
者
は
1
名
で
し
た
。

　

救
急
出
場
件
数
は
９
８
１
件
（
前

年
比
20
件
増
）
で
、
搬
送
人
員
は

９
０
０
人
（
前
年
比
1
人
減
）
で
し

た
。

　

出
場
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

６
１
４
件
、
次
い
で
一
般
負
傷
が

１
４
８
件
、
交
通
事
故
が
１
０
０
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
立

山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
出
場
件
数
は

53
件
（
前
年
比
5
件
減
）
で
し
た
。

舟
橋
村
の
救
急
委
託
件
数
は
53
件

（
前
年
比
6
件
減
）
で
、
北
陸
自
動

車
道
の
出
場
件
数
は
1
件
（
前
年
比

2
件
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
助
出
動
件
数
は
11
件
（
前
年
比

3
件
減
）
で
し
た
。
こ
の
う
ち
7
件

は
、
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
事
故

に
ご
注
意
を

　

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

が
1
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ

び
、
キ
ズ
、
変
形
な
ど
が
あ
る
も
の

は
、
圧
力
に
耐
え
切
れ
ず
破
裂
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
絶
対
に
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
消
火
器

が
安
全
・
確
実
に
使
え
る
期
間
は
8

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
処
分
方
法

▼
消
火
器
は
一
般
ご
み
、
不
燃
ご
み

な
ど
の
回
収
に
は
出
さ
な
い
。
▼
不

要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
屋
外
な

ど
に
放
置
せ
ず
適
切
に
廃
棄
処
分

す
る
。
▼
消
火
器
を
処
分
す
る
場
合

は
、
購
入
業
者
ま
た
は
専
門
業
者
に

相
談
、
依
頼
す
る
。

■
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

　

3
月
20
〜
26
日
の
1
週
間
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
に
よ
る
焼
死
や
怪
我
お
よ
び
財

産
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
注
意
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
期
間
中
、
町
内
の
分
団
が
夜
間
巡

回
を
実
施
▼
20
日
㈯
に
町
内
を
防
火

パ
レ
ー
ド
後
、
東
谷
地
区
で
夜
間
訓

練
を
実
施

満100歳を迎えたヨシヱさん
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　町民カレッジ特別講座「季節の手作り工房（春）」が
2月 6日、町民会館で開催され、参加した16人がソー
セージ作りに挑戦しました。講師は、料理教室やイベ
ントなどで出張指導している桜井ハムの前田英昭さん
（富山市）が務めました。
　手順は、塩、氷水、コショウを混ぜ合わせた豚のひ
き肉を、スタッファ―を使って羊腸に詰め込み、好み
の大きさにひねります。約 80℃のお湯で 20～30分
間ゆでた後、氷水で冷やして出来上がりです。参加者
はひき肉をスタッファ―にセットするのに一苦労しな
がらも、おいしそうなソーセージに仕上げました。 
　ソーセージはゆでたり焼いたりしたほか、ニンジン
やジャガイモなどが入ったポトフに入れて試食しまし
た。 友人と参加した林美由喜さん（浦田）は「まろやか
な味でおいしかったです。羊腸の代わりにラップを
使って家族に食べさせてあげます」と話しました。

雄山中学生にソフトボールを伝授
YKK女子ソフトボール部の技術講習会

8

ソーセージ作りに挑戦
町民カレッジ特別講座

9

　日本リーグ 2部に所属する実業団チームの YKK 女
子ソフトボール部による技術講習会が2月6日、13日、
町総合公園屋内グラウンドで行われ、雄山中学校と富
山市内の中学校の女子ソフトボール部員 27人が参加
しました。
　捕球やキャッチボールなどの基本練習が中心に行わ
れ、捕球では「低い姿勢で、いつも自分が捕球してい
る位置よりも前で捕球してください」、さらに「ソフ
トボールは団体競技です。相手を思いやるプレーを意
識してください」とアドバイスしました。
　主将の松原名那さん（雄山中2年）は「うまくてかっ
こよかったし、細かなところまで分かりやすく丁寧に
教えてもらいました。今回学んだことを練習に生かし

て頑張ります」と話してくれました。
　YKK部員には、雄山中出身者が3人（村田美香子コー
チ、坂井友里恵選手、武田奈々選手）います。村田コー
チは「ただ一生懸命取り組むだけでなく、楽しくプレー
することを前面に出してほしいです。将来、大舞台
で活躍する後輩が生まれることを期待しています」と
メッセージを送りました。

郷土の食を学ぶ

　町地場産食材活用推進協議会の「かんもち編み上げ
＆大福もちづくり体験」が 2月1日、農事組合法人・
食彩工房たてやまで行われ、高野放課後児童クラブの
1～3年生児童と指導員21人が参加しました。
　平成11年に設立した食彩工房たてやまは、手作り・
本物・無添加を合言葉に、立山権現かんもちや大福も
ち、赤飯などを加工・販売しており、今回、組合員が
講師として参加者を指導しました。
　参加者は立山権現かんもちの編み上げに挑戦し、赤
や黄、緑色など色とりどりに編んでいきました。この
後、あんこをよもぎもちで包む大福もちづくりを体験。
参加者は、もちとり粉をまぶしながら丁寧にあんこを
よもぎもちでくるみ、ビニール袋に詰めました。

かんもち編み上げ＆大福もちづくり体験

カメラルポ
まちの身近な話題をレポート

　冬の味覚の鍋を味わう「とやま鍋自慢大会 2010」
が 2月13～14日、グリーンパーク吉峰の多目的広
場で開催されました。
　郷土色豊かな鍋や海外の創作鍋など 22種類の鍋料
理が勢ぞろいし、各店舗からは「いらっしゃい」と威
勢のよい声が響きました。その中で、来場者の目を引
いたのが「立山・まほろばきのこ鍋」です。直径 250
㎝の大きさを誇る大鍋に、立山特産のきのこがたっぷ
り入った鍋を求めて長い列ができていました。
　このほか、今年の干支・虎の鍋敷きが当たるじゃん
けん大会や、かぐや姫のコピーバンド「楽屋姫」によ
るフォークソングコンサートなどのアトラクションも
行われ、会場は大いに盛り上がりました。
　家族と訪れた翁憲司さん（福田）は「ちゃんこなべ
が具だくさんでおいしく、体が温まりました」と感想
を話してくれました。

形になることの喜びを実感
古代米かんもちの編み上げ体験

　新瀬戸小学校の全校児童 21人が1月 26日、同小
学校で保護者や地区住民らと一緒に、収穫した古代米
で作ったかんもちの編み上げを体験しました。この体
験は、児童に働くことの大変さや大切さ、形になるこ
との喜びを実感してもらおうと、農業を営む藤畑豊さ
ん（末上野）が中心になって開いたものです。
　講師は、自宅で長年かんもちづく
りを手掛けている加藤美津枝さん（上
瀬戸）、吉田君子さん（下瀬戸）らが
務めました。児童は、講師から指導
を受けながらビニールひもでかんも
ちを丁寧に編み上げました。編み上
げたかんもちは、小学校で約1カ月
間自然乾燥した後、3月に陶農館で
お茶と一緒に味わいます。
　谷川雅貴くん（6年）は「少し難しかったけど、色の
違うかんもちを交互に編むのが楽しかったです。早く
食べたいです」とわくわくした様子でした。
　藤畑さんは昨年春からの活動を振り返り、「子ども

22種類の鍋が勢ぞろい
とやま鍋自慢大会2010

1立山・まほろばきのこ鍋の大鍋
からはおいしそうなにおいのする
湯気が立ち込めていました2吉
峰の旨辛豚鍋3ぼたん鍋などが
新たに出店4ケーブルテレビに
も出演したことがある「なべザ右
衛門」さんによるじゃんけん大会

1

4

たちの目は真剣そのものでした。また、地域で顔を合
わせると、しっかりあいさつするようになりました」
と児童の成長を喜んでいました。

1

1かんもちを手にして記念撮影2伝統技術を持つ講師の
お手本に興味津々3編み上げは初めてという児童がほと
んどでしたが、講師の心のこもった指導で完成

2 3

　体験した田之下真依さん（高野小1年）は「あんこ
を包むのが楽しかったです。大福もちはお姉ちゃんと
一緒に食べます」と笑顔を見せていました。

真剣な表情で大福もちづくりに取り組む参加者

㊤ソーセージ作りは初めてと
いう方がほとんど。慎重に作
業を行います㊧ゆで上がった
ソーセージ、春野菜のポトフ

2 3

YKK 部員が見守る中、練習に取り組む雄山中学生の皆さん



■3月1日から 4月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書にかわるものです。

10

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

1歳6か月児健診
３月１１日（木）

13：00 ～13：30
平成２０年９月生まれ

内科・歯科健診、フッ素塗布（希望者）、栄養指導、
保健指導、子育て相談(臨床心理士）

４月 ８日（木） 平成２０年１０月生まれ

むし歯予防教室 ３月１７日（水） 13：00 ～13：30 平成２０年３月生まれ
①むし歯予防の日常生活
②正しい歯のみがき方
③フッ素塗布（歯ブラシをお持ちください）

3歳児健診 ３月１８日（木） 13：00 ～13：30 平成１８年１１月生まれ 内科・歯科・耳鼻咽喉科健診、尿検査、栄養指導、保健指
導、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

パパママ教室 ３月２０日（土） 9：00～9：15
平成２２年４～６月に
第一子出産予定の夫婦

ビデオ学習、お産の知識と準備、パパの育児参加に
ついて、赤ちゃんの抱き方、沐浴体験など（要予約）

４か月児健診 ３月２３日（火） 13：00 ～13：30 平成２１年１１月生まれ 内科健診、離乳食指導、保健指導

ベビママ相談 ４月 ７日（水） 13：00 ～13：30
平成２１年９・１０月生まれ
母乳相談のある方は要予約

内科健診（小児科）、栄養指導（栄養士）、子育て相
談・身体発達相談（保健師）、母乳相談（助産師）

3月の日曜救急医療当番医

7日 岩峅寺クリニック ☎483－8188

14日 五百石整形外科医院 ☎462－0001

21日 黒田内科医院 ☎463－0006

28日 内科酒井医院 ☎463－1567
④4日 かとうこどもクリニック ☎462－1113

受付：午前 9時～午後 5時。当日の往診お
よび緊急以外の受診はご遠慮ください。

至富山

五
百
石
駅

至上市町民
会館 町役場

町保健
センター

[町保健センター案内図] 　アルプス農協たてやま支店
（旧五百石支店）駐車場は使用
禁止になっています。お子さん
の健診やがん検診などに車でお
越しの際は、役場（町民会館前）
駐車場をご利用ください。
■問い合わせ先　
町保健センター
☎463－0618

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

はつらつ
健康体操

３月 １日（月）
9：30～10：00

町保健センター
○参加希望の方は
町保健センターに
ご連絡ください。

○対象者：会員制
○内　容：リズム体操、生命の貯蓄体操

３月１５日（月）

リハビリ友の会
自主活動

３月 ５日（金）

13：00～13：15

○対象者：町リハビリテーション友の会会員
○内　容：会員による自主活動

３月１９日（金）

リハビリ
テーション

（生活機能訓練）

３月１０日（水） ○対象者：64歳以下で身体に障害があり訓練が
　　　 　必要な方 
○内　容：機能訓練、運動療法３月２５日（木）

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。ご希望の方は、町保健センターへお申し込みください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康
管理業務での使用のためであり、他の目的で使用することはありません。

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

子宮・乳房
がん検診

３月 ６日（土）

8：30～9：30

町保健センター

○対象者　子宮がん検診　　　･･･ 20歳以上
　　　　　乳房・大腸がん検診･･･ 40歳以上
※40歳未満の方でもがん検診を希望される方は集団
検診で受診できます。
○がん検診は定員がありますから、事前にお申し込
みが必要です。町保健センターまでご連絡ください。
○子宮・乳房がん検診はそれぞれ500円の自己負担
金がかかります。大腸がん検診は無料です。
○節目検診、重点年齢検診、女性特有のがん検診該
当者は無料となります。
○検診結果は、約１カ月後に県健康増進センターから
個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の5日
前までに町保健センターへ取りに来てください。

３月 １４日（日）

大腸がん検診 ３月 １０日（水） 8：30～9：30

保健
だ よ り
問い合わせ先
町保健センター☎463－0618

●
山
田　

百も
も
か華

ち
ゃ
ん 

（
1
歳
6
カ
月
）

明
る
く
朗
ら
か
な
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。

パ
パ 

辰
也　

マ
マ 

真
由
美

●
山
田　

虎こ

お旺
く
ん
（
1
歳
5
カ
月
）

元
気
で
た
く
ま
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

　

パ
パ 

陽
一　

マ
マ 

知
枝

  ■がん検診はお済みですか？

　好評につき、子宮・乳房がん検診の実施日が追加さ
れました。この機会にぜひ受けてください。
▶実施日／3月 6日㈯、14日㈰
▶受付時間／午前8時 30分～午前9時 30分
▶場所／町保健センター
※定員がありますので、早めにお申し込みください。
※料金はそれぞれ500円かかります。ただし、節目・
重点・女性特有のがん検診対象者は無料です。

  ■日本脳炎予防接種のお知らせ

　日本脳炎の定期予防接種は、従来の（マウス脳由来）
ワクチン接種と副作用である ADEM（急性散在性脳
脊髄炎）との因果関係が認められたことにより、平成
17年から積極的な接種勧奨を差し控えてきました。
　平成 21年に新しい（乾燥細胞培養）ワクチンがで
き、6月から接種が可能となりましたが、新型インフ
ルエンザの影響で供給量が必要量に満たないことや有
効性・安全性の確認などの観点から、積極的勧奨の段
階には至っていません。
　1月に開催された国の検討会では、春から接種を再
開したいとの意見で一致しましたが、対象者の範囲な
ど具体的な項目は引き続き検討中です。
　町においても、現時点では積極的な接種勧奨を行っ
ていませんが、日本脳炎流行地へ渡航する方や蚊に刺
されやすい環境にある方など感染の恐れが高い場合に
は、医師との相談の上接種が可能です。接種について
相談のある方は、町保健センターまでお問い合わせく
ださい。なお、接種再開時は、随時対象者に予診票を
送付させていただきます。

  ■新型インフルエンザワクチン接種費用の免除について

　新型インフルエンザワクチン接種費用は、1回目
3,600円、2回目 2,550円（1回目と異なる医療機関
の場合3,600円）です。ただし、生活保護世帯、町民
税非課税世帯の方は全額免除になります。
　該当される方は、役場税料金課で証明書の交付を受
けてから接種してください。証明書の交付を受けずに
接種した場合は、償還払いしますので町保健センター
にお問い合わせください。
問役場税料金課　☎462－9952
問町保健センター☎463－0618

  ■ウォーキング交流会 in あしくら

　さわやかな春の風を感じながら歩きませんか。どな
たでも参加できます。ご希望の方は、町保健センター
までお申し込みください。
期日　3月 20日㈯　　集合時間　午前10時
集合場所　芦峅公民館　
コース　芦峅公民館周辺（約3.5㎞コース）
持ち物　おにぎり、お茶、タオルなど
※お昼には元気鍋を用意しています。

  ■健康ウォーク「365歩のまち」会員募集

　運動に関して「挑戦するが一人では続かない」「自分
の体力や生活にあった運動指導を受ける機会がない」
などでお悩みはありませんか？
　町では、町民一人ひとりが身近な所で自分にあった
運動やウォーキングを生活習慣として継続できること
を目指し、3年間で町内一巡を目標に取り組んでいる
事業があります。その名も健康ウォーク「365歩のま
ち」健康づくり推進事業です。平成 20年度から開始
して2年目を迎えた現在、町内7地区（五百石、下段、
高野、新瀬戸、東谷、芦峅、新川）で活動が行われて
いて、452人の参加会員がいます。
　「いつでも、どこでも、だれでも」を合言葉に、ウォー
キングを中心とした健康づくりを行っています。4月
からは新たな地区での開催を予定し、保健師や管理栄
養士、健康ウォーキング指導士などの専門スタッフが
皆さんのお手伝いをさせていただきます。
　参加特典として、❶万歩計の貸し出し❷町独自の記
録用紙「立山登山に挑戦」の進呈❸ウォーキング大会
や交流会の参加がありますので、ぜひご参加ください。
もちろん現在実施し
ている地区の新会員
も募集します。　
　楽しみながら正し
いウォーキング習慣
を身に付け、もっと
すてきな自分を見つ
けてみませんか？

町保健センター☎463－0618まで
お気軽にお電話ください。

保健だよりに関する問い合わせは…

1011



12

Information

図書館おすすめ ザ 一冊
■イソップを知っていますか
　（阿刀田 高）　
　皆さんはイソップのこと
をどれだけ知っています
か？この一冊には、イソッ
プの謎に包まれた生い立ち
やあまり知られていない寓
話が載っています。
■新着・新刊図書
▶本番で負けない脳 脳トレーニングの最前線に
迫る（善家 賢）▶ジャストインケース（メグ・ロー
ゾフ、堀川 志野舞 訳）▶故郷のわが家（村田 喜
代子）▶プリンセス・ダイアリー 崖の下のプリン
セス篇（メグ・キャボット、代田 亜香子 訳）▶
そのまま使える 手紙の書き方 実用文例集（薬師
寺 真）▶王様は島にひとり（池
上 永一）▶清く正しい本棚の
作り方（TT戸田プロダクショ
ン）▶俳句、はじめました（岸
本 葉子）▶チェンジメーカー
（勝間 和代）▶平城京 平城遷
都一三〇〇年記念 別冊 太陽
（千田 稔）
■3月の休館日
1日㈪、8日㈪、15日㈪、21日㈷、22日㈪、
25日㈭、29日㈪
問立山図書館☎463－0634

■介護保険で利用できるサービス（施設サービス）
❶介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）　
　食事や排せつなど常時介護が必要で、自宅では
介護が困難な方が対象です。食事や入浴、排せつ
などの介助、日常生活上の世話、機能訓練、健康
管理などが受けられます。
中新川管内の施設　竜ケ浜荘（立山町）、ふなは
し荘（舟橋村）、常楽園（上市町）
❷介護老人保健施設　
　病状が安定し、リハビリに重点を置いた介護が
必要な方が対象です。医療や看護、医学管理下で
の介護、在宅復帰に向けた機能訓練、日常生活上
の世話などが受けられます。
中新川管内の施設　ケアホーム陽風の里（立山
町）、つるぎの庭（上市町）
❸介護療養型医療施設
　急性期の治療が終わり、長期間の療養が必要な
方が対象です。介護体制の整った医療施設（病院）
で医療や看護などが受けられます。
※中新川管内には現在施設はありません。
■3月の保険料（65歳以上の方）
▶特別徴収･･･ありません（次回は 4月の公的年
金支払時に天引き）
▶普通徴収･･･随1期（3月 31日納期限）
問中新川広域行政事務組合介護保険課
☎464－1316

介護保険アレコレ
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年
金
だ
よ
り

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
40
年
間
納
め
ま
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
老
後
に

受
け
取
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
が
減

額
さ
れ
た
り
、
長
期
間
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
加
入
中
に
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

「
障
害
基
礎
年
金
」、
夫
が
亡
く
な
っ

た
子
の
あ
る
妻
の「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
原
則
、
翌
月
末
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
2
年
以
内
で

あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
は
「
口
座
振
替
」
が

便
利
で
お
得
で
す
。
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、

猶
予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
魚
津
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
４
９
４

問
役
場
住
民
環
境
課
住
民
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
２

み
ん
な
の
税　

か
わ
ら
ば
ん

■
確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

確
定
申
告
書
、
町
県
民
税
（
住
民

税
）
申
告
書
の
提
出
期
限
は
3
月
15

日
㈪
で
す
。
役
場
3
階
大
会
議
室
で

申
告
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
た
て
や
ま
2

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
の
廃
車
、名
義
変
更
、

転
出
な
ど
の
手
続
き
を

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
町
内
に
軽
自
動
車
な
ど

（
オ
ー
ト
バ
イ
を
含
む
）
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

車
や
売
却
を
さ
れ
て
い
て
も
届
出
が

な
い
と
平
成
22
年
度
以
降
も
軽
自
動

車
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
3
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
料
金
課
住
民
税
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
２

立
山
地
域
住
宅
相
談
所
を
開
設

　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
無
料
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時　

3
月
18
日
㈭

　
　
　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

場
所　

役
場
3
階
第
3
会
議
室

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

　

Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

■「里山の春」展
日時　3月 20日㈯～ 5月 30日㈰
　　　午前10時～午後4時　※火曜日は定休日です。
場所　立山自然ふれあい館
入場料　▶中学生以上／200円▶小学生／100円
　　　　▶幼児／50円
問立山自然ふれあい館☎462－8555

■認知症家族介護者の集い
　グループホーム福来老･米沢の石田和子さんを交え、
認知症の方への接し方について話し合います。
日時　3月 25日㈭午前10時～午前11時
場所　町民会館2階 第 2会議室
申込方法　❶参加者・療養者氏名❷住所❸電話番号を
電話でお知らせください。
問町地域包括支援センター☎462－9088

■町商工交流館「休んでかれや」のイベント
1休んでかれや ひなまつり
日時　3月 3日㈬午前10時～午後4時
2つきいちサロン 作品展
日時　～3月13日㈯午前9時～午後5時
問町商工交流館「休んでかれや」☎464－1770

■グリーンパーク吉峰のイベント
1第23回東洋蘭・洋蘭展示会
日時　3月13日㈯～14日㈰午前10時～午後5時
場所　グリンパルよしみね　
2雪割草 展示会
日時　3月 20日㈯～ 21日㈰午前10時～午後4時
場所　交流館
※12ともに入場料は無料です。　
問グリーンパーク吉峰☎483－2828

　

第
6
回
町
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

が
2
月
6
日
、
町
中
央
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
児
童
8
チ
ー

ム
約
１
０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

種
目
は
大
縄
跳
び
で
、
1
分
間
に
跳
ん

だ
回
数
の
3
回
の
合
計
で
競
わ
れ
ま
し

た
。
優
勝
し
た
釜
小
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

メ
ン
バ
ー
は
「
心
の
底
か
ら
う
れ
し
い
で

す
」
と
喜
び
を

話
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

❶
釜
小
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ

（
１
４
３
回
）

❷
新
川
ウ
ィ
ン

グ
Ｉ
❸
新
川

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
Ａ

町少年少女スポーツ交流会
釜小オールスターズが優勝

　

第
21
回
町
総
当
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
1
月
9
日
〜
2
月
7
日
、
町
中
央
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
12
チ
ー
ム
約

１
０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
勝
敗
数
と
総
得
失
点
な
ど
で
競

わ
れ
、
参
加
者
は
一
打
一
打
熱
の
入
っ
た

プ
レ
ー
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た

キ
ー
プ
ヘ
ル
ス
Ａ
代
表
の
森
敏
子
さ
ん

（
末
三
賀
）
は
「
長
丁
場
の
中
で
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
よ
か
っ
た
こ
と
が
優
勝
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

【
大
会
結
果
】

❶
キ
ー
プ
ヘ

ル
ス
Ａ
（
11

勝
1
敗
）
❷

稚
子
塚
❸
ス

マ
イ
リ
立
山

町総当たりゲートボール大会
キープヘルスAが優勝

　

雄
山
高
校
生
活
文
化
科
3
年

の
生
徒
4
人
が
、
全
国
高
等
学

校
家
庭
科
技
術
検
定
で「
和
服
」

「
洋
服
」「
食
物
調
理
」
の
3
種

目
す
べ
て
に
合
格
す
る
三
冠
王

に
輝
き
ま
し
た
。

　

合
格
し
た
の
は
、（
写
真
左

か
ら
）
青
山
晃
子
さ
ん
、
飯
田

全国高等学校家庭科技術検定
雄山高校生徒が三冠王

志
織
さ
ん
、村
上
紗
耶
香
さ
ん
、

梶
川
瑞
生
さ
ん
で
す
。
難
易
度

が
高
い
中
、
3
種
目
す
べ
て
に

合
格
し
た
高
校
生
は
、
県
内
で

こ
の
4
人
だ
け
で
す
。

　

実
技
検
定
は
、
和
服
が
ひ
と

え
長
着
、
洋
服
が
総
裏
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
で
、
4
時
間
の
制
限
時

間
以
内
に
仕
上
げ
る
も
の
で

す
。
食
物
調
理
は
「
姉
の
成
人

祝
い
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

献
立
や
技
術
、
盛
り
付
け
な
ど

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
人
は
「
達
成
感
や
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
た
親
や
先
生
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
振
り
返
り
、「
卒

業
後
も
何
事
に
も
挑
戦
す
る
と

い
う
強
い
気
持
ち
を
持
ち
続
け

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
区
長
と
し
て

町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
21
人

が
「
永
年
勤
続
区
長
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＝
敬
称
略
＝

【
5
年
就
任
】

中
田
進（
上
米
沢
）、田
村
勲（
三

ツ
塚
新
）、
野
嶋
瑛
二
（
高
原

八
ツ
屋
）、白
河
朝
光
（
石
坂
）、

中
山
宏
明
（
伊
勢
屋
）、
釜
土

美
紀
（
小
又
）

【
3
年
就
任
】

松
井
弘
紀
（
前
沢
7
区
の
1
）、

内
山
昭
（
野
口
8
区
）、
奥
村

英
良
（
大
窪
開
）、
寺
井
晴
一

郎
（
向
新
庄
）、竹
田
健
一
（
大

永年勤続区長表彰
町政の発展に尽力される

窪
開
あ
か
ね
台
）、山
本
忍
（
渕

上
）、
平
田
清
志
（
江
崎
）、
高

田
正
三
（
上
女
川
新
）、
開
上

寛
（
西
大
森
）、永
山
儀
盛
（
泊

新
）、
寳
田
和
夫
（
上
野
）、
種

田
英
夫
（
末
三
賀
中
部
）、
早

川
光
男（
横
江
）、中
山
研
郎（
田

添
）、
島
田
雅
一
（
沢
端
）

■
平
成
22
年
町
区
長
会
役
員

▼
会
長
／
蝶
清
吉
（
岩
峅
野
）

▼
副
会
長
／
竹
田
幸
悦
（
大
石

原
10
区
）、
田
村
勲
（
三
ツ
塚

新
）、
林
泰
二
（
塚
越
）、
松
下

利
夫
（
日
中
上
野
）

▼
幹
事
／
柏
博
雄
（
四
谷
尾
）

▼
監
事
／
埜
村
秀
雄
（
上
金
剛

寺
）、
中
田
晋
一
（
竹
林
）

三冠王に輝いた雄山高校の皆さん

　いきいきと活動している町内の元気な高齢者を紹介するコーナー。
今回は新川地区ヘルスボランティアの皆さんです。

おしえて！元気のひけつ9

　私たちは新川地区の集
まりの際、血圧や体脂肪
を測ったり、健康に関す
る相談に乗ったりするボ
ランティア活動をしてい
ます。また、脳の活性化
につながるようなゲーム
もたくさん考え出してい
て、参加者の皆さんには
大好評です。

　町のヘルスボランティア養成講座を受講して以来、15年近く活動
しています。受講したきっかけはささいなことでしたが、今は「元気
な高齢者」として生きがいにつながる社会活動ができることをうれし
く思っています。これからも自分たちの体調管理に気を配りながら、
地域の皆さんの健康づくりをお手伝いしていきます。
◆生きがいを見つけて日々の生活をいきいきと！
問町地域包括支援センター☎462－9088

12



くら
し
の

　
 

情
報

■町の人口

TOYAMA

TATEYAMA

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
伴
う

臨
時
職
員
を
募
集

■
職
種　

教
育
課
業
務
補
助
員

業
務
内
容　

図
書
館
の
受
付
・
絵
本

の
整
理
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
業
務

補
助
、
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

遺
物
整
理
な
ど

募
集
人
員　

2
名

応
募
資
格　

　

応
募
時
に
失
業
さ
れ
て
い
る
方

応
募
方
法　

役
場
商
工
観
光
課
に
あ

る
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
3
月
12
日
㈮
ま
で
に
提
出

任
期　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成

22
年
9
月
30
日

問
役
場
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
０

■
職
種　

特
産
品
開
発
業
務
員

業
務
内
容　

米
粉
、
ユ
ズ
、
ギ
ン
ナ

ン
な
ど
を
使
用
し
た
特
産
品
の
開

発
、
加
工
施
設
の
管
理
全
般

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

応
募
時
に
失
業
さ
れ
て

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
で
地
元

農
産
物
の
新
商
品
開
発
に
熱
意
の
あ

る
方

応
募
方
法　

役
場
農
林
課
に
あ
る
提

出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
3

月
12
日
㈮
ま
で
に
提
出

任
期　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成

23
年
3
月
31
日

問
役
場
農
林
課
農
政
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
３

町
臨
時
職
員
を
募
集

■
職
種　

学
校
司
書

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

平
成
22
年
4
月
1
日
現

在
、
満
20
歳
以
上
で
、
司
書
資
格
を

有
し
て
い
る
方

応
募
方
法　

　

役
場
総
務
課
に
あ
る
履
歴
登
録

カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役

場
教
育
課
へ
提
出
（
随
時
受
付
）

任
期　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成

23
年
3
月
24
日

勤
務
時
間　

1
日
4
時
間
（
小
学
校

就
業
日
の
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
地　

町
内
の
各
小
学
校

問
役
場
教
育
課
学
務
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
１

失
業
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
へ

　　

失
業
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方
は
、
4
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

失
業
さ
れ
た
方
の
給
与
所
得
を

30
％
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
が
計

算
さ
れ
、
加
入
年
度
末
ま
で
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

条
件
を
満
た
せ
ば
、
既
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
中
の
方
で
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

対
象
者　

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

▼
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
失
業

さ
れ
た
方
▼
失
業
時
、
65
歳
未
満
の

方
▼
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
、
解
雇
な
ど
の
事
業
主
都
合

に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
）、
ま
た
は

特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用
期
間
満
了

な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
）

手
続
方
法　

❶
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
❷
印
鑑
❸
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
雇
用
保
険
の
離
職
票
）
を

持
参
し
、
役
場
健
康
福
祉
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
医
療
保
険
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

障
害
者
福
祉
金
（
下
半
期
）
の

振
り
込
み
に
つ
い
て

　　

振
込
日
は
3
月
25
日
㈭
で
す
。
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

ち
び
っ
こ
広
場

　

未
就
園
児
と
そ
の
家
族
が
自
由
に

遊
ぶ
場
で
す
。

平成22年2月 1日現在
人口 27,806 人 （－236）
男性 13,346 人 （－118）
女性 14,460 人 （－118）
世帯数    8,951 世帯 （＋35）

（　）内は前年比

平成22年1月の人の動き
出生 15人 転入 29人
死亡 35人 転出 39人

■年金相談の日程
日時　3月2日㈫、4月 6日㈫
受付時間　
　午前10時～午後2時30分
場所　町民会館
※年金手帳・年金証書・印鑑・
預金通帳などをお持ちください。
※代理の方は、相談依頼状が
必要です。
※混雑時はお待ちいただくこと
があります。
問役場住民環境課住民係
☎462－9962

■町犯罪発生状況（1月）
1件【前年比 －4件】

3
月
の
広
場　

4
日
㈭
、
11
日
㈭
、

18
日
㈭
、
25
日
㈭

場
所　

西
部
児
童
館

時
間　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

　

月
の
子
育
て
支
援

■
高
原
保
育
園　

▼
2
日
㈫
／「
ひ
な
ま
つ
り
の
集
い
」

あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
に

〜
▼
9
日
㈫
／
「
シ
ー
ル
貼
り
を
し

て
み
よ
う
＆
看
護
師
の
話
」
ぺ
た
っ

と
楽
し
い
よ
！
▼
16
日
㈫
／
「
み
ん

な
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
」
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
Ⅶ
▼
23
日
㈫
／

「
保
育
園
の
中
を
探
検
し
て
み
よ
う
」

行
っ
て
み
よ
う
！
お
兄
ち
ゃ
ん
達
の

お
部
屋
へ

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

■
み
ど
り
の
森
保
育
園　

▼
4
日
㈭
／「
み
ど
り
の
森
探
検
隊
」

保
育
園
の
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

▼
11
日
㈭
／
「
心
に
タ
ッ
チ
・
身
体

に
タ
ッ
チ
②
」
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
て
み
よ
う
▼
18
日
㈭
／
「
み
ん

な
と
も
だ
ち
」
お
友
達
の
部
屋
へ

行
こ
う
！
▼
25
日
㈭
／
「
い
ど
ば
た

ト
ー
ク
」
み
ん
な
で
の
ん
び
り
と

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

■
あ
お
ぞ
ら
保
育
園　

▼
3
日
㈬
／
看
護
師
の
話
、
ひ
な
ま

つ
り
会
に
参
加
し
よ
う
▼
10
日
㈬
／

マ
マ
講
座「
親
子
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
」

▼
17
日
㈬
／
マ
マ
講
座
「
節
約
↓
保

険
の
見
直
し
③
」、
お
か
い
も
の
に

行
こ
う
▼
24
日
㈬
／
お
別
れ
会

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

■
む
つ
み
幼
稚
園　

▼
5
日
㈮
／
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う

問
む
つ
み
幼
稚
園

☎
４
６
２
・
１
５
７
０

燃
や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　

3
月
22
日
㈷
は
、
通
常
ど
お
り
燃

や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
午
前

8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
環
境
課

☎
４
６
２
・
９
９
６
３

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

冬
期
間
は
水
道
の
検
針
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
3
月
か
ら
再

開
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
整
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

検
針
は
、
毎
月
20
日
か
ら
月
末
に

か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。期
間
中
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
犬

を
つ
な
い
だ
り
、
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

駐
車
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
道
路
で
漏
水
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
役
場
水
道
課
上
水
道
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
９

平
成　

年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
加
入
申
込
に
つ
い
て

対
象
者　

　

仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
1
〜
3
年
生
児
童

募
集
人
員　

各
児
童
ク
ラ
ブ
若
干
名

期
間　

4
月
1
日
㈭
〜
平
成
23
年
3

月
31
日
㈭

時
間　

▼
平
日
／
下
校
時
〜
午
後
6

時
▼
土
曜
日
／
午
前
7
時
30
分
〜
午

後
6
時

対
象
ク
ラ
ブ　

▼
立
山
中
央
第
2
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
西
部
児
童
館
内
）
／
月
〜
土
曜

日
▼
高
野
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
高

野
小
学
校
内
）
／
月
〜
金
曜
日
▼
利

田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
利
田
公
民

館
内
）
／
月
〜
金
曜
日
▼
立
山
北
部

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
立
山
北
部
小

学
校
内
）
／
月
〜
金
曜
日

申
込
締
切　

3
月
9
日
㈫

◉
保
護
者
説
明
会　

3
月
10
日
㈬
午

後
7
時
〜
、
役
場
3
階
第
1
会
議
室

問
役
場
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
２

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

対
象　

5
人
以
上
の
団
体
（
運
動
ク

ラ
ブ
、
文
化
活
動
団
体
な
ど
）

掛
け
金
（
一
人
年
額
）

▼
一
般
／
１
，
６
０
０
円
▼
子
ど
も

／
６
０
０
円
▼
65
歳
以
上
／
８
０
０

円
▼
文
化
団
体
／
６
０
０
円

給
付
金
（
最
高
額
）

▼
死
亡
／
２
，
０
０
０
万
円
（
65
歳

以
上
は
６
０
０
万
円
）
▼
身
体
・
対

物
合
算
／
5
億
円
▼
身
体
／
1
億
円

保
険
期
間　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜

平
成
23
年
3
月
31
日

問
役
場
教
育
課
文
化
体
育
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
３

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
に
ご
協
力
を

　

11
月
に
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
）
首
脳
会
議
を
前
に
、
6
月
か
ら

各
国
の
担
当
大
臣
に
よ
る
関
連
閣
僚

会
議
が
全
国
各
地
で
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
警
察
活
動
に
ご

理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不
審

な
人
物
や
物
件
を
発
見
し
た
際
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
上
市
警
察
署

☎
４
７
２
・
０
１
１
０

㈳
魚
津
法
人
会
助
成
金
制
度

助
成
対
象
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

助
成
金
額　

1
団
体
30
万
円（
上
限
）

募
集
締
切　

3
月
18
日
㈭

問
㈳
魚
津
法
人
会

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
１
８
８

災
害
時
に
協
力
し
ま
す

　

町
は
2
月
17
日
、
㈱
エ
ス
テ
ッ
ク

（
鉾
木
）
と
災
害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
発
生
時
に
、
被
害
状
況
に

応
じ
て
工
事
の
実
施
や
資
機
材
の
提

供
な
ど
に
取
り
組
む
内
容
で
す
。

町
職
員
人
事
異
動（
２
月
１
日
付
）

■
企
画
政
策
課

▼
課
長
補
佐
／
高
三
由
紀
子
▼
ま
ち

づ
く
り
係
長
／
堀
富
実
夫
▼
主
任
／

今
出
川
貴
寛
▼
主
任
技
師
（
建
設
課

兼
務
）
／
中
川
大
輔

■
住
民
環
境
課

▼
課
長
補
佐
・
住
民
係
長
事
務
取
扱

兼
環
境
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
事
務
取

扱
・
環
境
地
域
安
全
係
統
括
／
岡
田

健
治

■
健
康
福
祉
課

▼
課
長
補
佐
・
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・

健
康
係
長
事
務
取
扱
兼
訪
問
看
護
係

長
事
務
取
扱
／
石
田
裕
紀
子

問
役
場
総
務
課
秘
書
人
事
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
４

22

3

図書利用カードが新しくなります
耐久性が向上

　立山図書館の図書利用カード
が一新されます。新しい図書利
用カードは、厚みが増して表面
にコーティングが施されたこと
で、耐久性が向上しました。ま
た、色は温かみが感じられるオ
レンジ・黄・水色で、雷鳥と立山連峰が描かれています。
新しい図書利用カードへの更新は 4月から立山図書館で
受け付けます。問立山図書館☎463－0634

ビッグサイズの野菜を展示！
　農産物の直売所を開いているＪＡかあさんの
店で 2月 4～5日、冬に収穫した大きな野菜
の展示会が行われました。
展示された野菜は、ＪＡか
あさんの店のメンバーが収
穫したばかりの 6種類15
品種です。その中で特に、
ダイコンが重さ 7㎏（通常
約1㎏）、カブが 3㎏（通
常約400ｇ）と来場者を驚
かせていました。
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編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
22
年
3
月
号
　
通
巻
675

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

〒
930－

0292富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
前
沢
2440

番
地

☎
0
7
6
－
4
6
3
－
1
1
2
1
　
℻
0
7
6
－
4
6
3
－
1
2
5
4

 

環
境
保
全
基
金

●
５
５
２
円　生

ご
み
堆
肥
化
協
力
金

善
意
銀
行
〜
1
月
受
付
分
〜

●
10
万
円　

奥
村　

勝
彦
様

●
10
万
円　

福
田　

俊
哉
様

●
5
万
円　

砂
田　

孝
悦
様

●
5
万
円
、
歩
行
器
、
杖　

　
　
　
　
　

米
谷　

勝
彦
様

●
5
万
円　

松
井　

和
夫
様

●
5
万
円　

堀
田　

秀
司
様

●
10
万
円　

堀
田　

正
行
様

●
５
，
５
３
４
円　

　
　
　
　
　

堀
田　

望
様

●
5
万
円　

織
田　

正
雄
様

―

陶
芸
家
を
志
す
き
っ
か
け
は

　

祖
父
は
越
中
瀬
戸
焼
の
千
寿

窯
の
先
代
・
吉
野
香
岳
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
祖
父
の
作

陶
を
見
た
り
土
に
触
れ
た
り
し

て
、
陶
芸
は
身
近
な
環
境
に
あ

り
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
両
親
や
祖

父
な
ど
と
相
談
し
て
陶
芸
の
世

界
に
入
り
ま
し
た
。20
年
余
り
、

愛
知
県
の
瀬
戸
焼
、
佐
賀
県
の

唐
津
焼
、
越
中
瀬
戸
焼
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
の
風
土
と
環
境

で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
独
立
し
て
越
中

立
山
麓
窯
を
築
窯
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

―

越
中
立
山
麓
窯
の
由
来
は

　

瀬
戸
焼
で
師
事
し
た
先
代
・

水
野
半
次
郎
氏
に
築
窯
の
相
談

を
し
ま
し
た
。水
野
氏
は
当
時
、

私
の
こ
と
を
お
客
さ
ん
に
「
越

中
か
ら
来
た
立
山
の
麓
に
住
ん

で
い
る
人
」
と
紹
介
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
越
中
、
立
山
は
全

国
的
に
知
名
度
が
高
い
と
い
う

こ
と
で
、
越
中
立
山
麓
窯
と
名

付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―

活
動
内
容
は

　

自
宅
隣
の
工
房
で
、
土
調
合

成
形
、
乾
燥
、
素
焼
き
、
絵
付

け
、
釉
薬
掛
け
、
本
焼
き
な
ど

を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

注
文
品
の
作
陶
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
伝
統
工
芸
富
山
展
や
郷
土

陶
芸
作
家
展
、
郷
土
陶
芸
展
な

ど
の
展
示
会
に
も
出
品
し
て
い

ま
す
。

―

越
中
立
山
麓
窯
の
作
風
、
特

徴
は

　

麓
窯
を
新
し
く
起
こ
し
、
作

陶
で
は
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
個
性
や
感
性
を
自
由
に
表
現

し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
、
使
用
し
て
い
る
土

が
白
く
、
作
品
に
描
か
れ
た
絵

や
色
が
鮮
明
に
写
る
こ
と
で

す
。
土
は
愛
知
県
瀬
戸
市
ま

で
ト
ラ
ッ
ク
で
取
り
に
行
き
ま

す
。
土
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
空
気

に
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
3
カ

月
間
寝
か
し
た
後
、
作
陶
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
物
か
ら
大
物
ま
で
、

日
用
雑
器
か
ら
茶
陶
ま
で
多
種

多
様
に
作
陶
し
て
い
ま
す
。

―

陶
芸
に
対
す
る
考
え
方
は

　

土
と
火
、
自
分
の
技
術
が
一

体
化
し
な
い
と
、
陶
芸
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
友
達
の
よ
う
な
感
じ
で
、
正

面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

―

今
後
の
展
望
を

　

陶
芸
家
に
な
っ
て
三
十
数
年

が
た
っ
た
今
、
心
技
体
と
も
に

充
実
し
、
あ
る
程
度
力
が
つ
い

て
き
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
技

法
を
決
し
て
な
い
が
し
ろ
に
し

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

技
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
新
し

い
風
を
吹
き
込
み
、
私
の
作
品

を
見
て
誰
も
が
「
麓
窯
の
安
田

の
も
の
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
る

ほ
ど
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
へ

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
作
品
を
見

て
も
ら
え
れ
ば
一
番
う
れ
し
い

で
す
。
工
房
ま
で
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
越
中
立
山
麓
窯
（
安
田
）

☎
４
６
２
・
２
５
８
６

安田 成典（やすだ・しげのり）
PROFILE
1955年 2月生まれ。瀬戸焼や唐津焼、越中
瀬戸焼を学んだ後、平成10年に越中立山麓
窯を開窯し作陶に取り組んでいる。日本伝統
工芸富山展で入選を繰り返し、入賞歴もあ
る。現在は、日本工芸会富山支部会員、県郷
土陶芸会員などを務めている。また、平成7
年から町消防団員を任命され、地域の安全・
安心のために尽力されている。家族は父と母、
妻、子二人。福田在住。

工房の2階で作品展示・販売を行っています

第10回 安田 成典さん（陶芸家、越
えっちゅう

中立
たて や ま

山麓
ふもとがま

窯） 

町在住や町出身で頑張っている人、団体などを紹介します立
た て や ま

山魅
み り ょ く

力人
び と

ち
ょ
っ
と
一
息

▼
平
成
22
年
富
山
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
が
2
月
に
発

表
さ
れ
、「
広
報
た
て
や
ま
平
成
21

年
8
月
号
」
の
表
紙
が
写
真
部
門
で

入
選
2
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
た
う
れ
し
そ

う
な
表
情
が
印
象
的
で
「
こ
れ
し
か

な
い
！
」と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

▼
受
賞
し
た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て

励
み
に
な
り
ま
す
。
取
材
に
快
く
応

じ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。（
た
つ
よ
し
）


